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研究成果の概要（和文）：　本研究では，過去の冬季大会に関する文献について検討を行い，将来的にも持続可
能なオリンピック冬季大会のあり方について環境レガシーの観点から明確化することを目的とした。
　その結果，競技大会が後世にわたって支持・開催され続けるためには倫理的・教育的な観点から検討された大
会のレガシー設定とそれに基づく施設づくりや大会運営が必須であり，またそれらを共有し合える場の確保が重
要であるとの結論を得た。

研究成果の概要（英文）： In this research, the literature about the past winter convention was 
examined and it aimed at clarifying from a viewpoint of environmental legacy about the state of the 
sustainable Olympic Winter Games also in the future.
 The result is as in the following; in order to continue doing support and holding of a game 
convention over future generations, the legacy setting of the convention examined from an ethical 
and educational viewpoint, and the production of an institution and convention management based on 
it are indispensable, and the security of the place to share them and to toss is important.

研究分野： 体育科（スポーツ）教育学

キーワード： オリンピック（冬季）大会　レガシー　自然（スポーツ）環境　体育理論　フェアプレー　関心，思考
・判断，知識・理解

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１ 研究開始当初の背景 

 一般にオリンピックと言えば，華やかな競

技場面や新記録の紹介，そして国別メダル獲

得数などがテレビ・新聞等による報道の中心

となっている。確かに，これらの結果は史実

に残る記録として重要である。しかし，同時

に近年では大会開催にともなう財政負担の

あり方や自然環境に対する影響などが問題

視され始めてきている。 

特に，冬季大会の競技は直接的に冬の自然

の環境の中で実施される種目が多いため，大

会開催に当たっては入念に計画されなけれ

ばならない。加えて，現在では夏季大会につ

いても同様の観点から検討が行われている

のが現状である。このため，よりよいオリン

ピックを目指すためには，当然のことながら，

これらに対する十分な検討と対策が必須で

あることは言うまでもない。 

 しかし，このような現代的な課題に対する

考え方や具体的な方策については，本来大会

の環境計画に事前に盛り込まれるべき内容

であるものの，判然とはしていない。つまり，

オリンピック大会に関する財政や環境等に

ついての基本的な理念や施策等については，

一般人が理解しやすい内容として還元され

てはいないと言うことである。このような状

況では当然十分とは言えないし，さらなる課

題も表出してきている。 

 

２ 研究の目的 

 本研究においては，今後のオリンピック冬

季大会のよりよいあり方を探るため，過去の

冬季大会について整理・検討を行うともに，

将来的にも持続可能な冬季大会のあり方を

探るべく，倫理的・教育的観点からみた冬季

大会の環境レガシーの明確化の必要性につ

いて明らかにすることを目的とした。 

 

３ 研究の方法 

 本研究の目的を達成するため，国内外にお

けるオリンピック（冬季）大会に関する文献

を収集し，整理・検討を行うとともに，関連

する領域の専門家へのインタビュー調査も

実施した。 

 

４ 研究成果 

（１）環境問題からみたオリンピック冬季大

会について 

 環境問題については，まず初めに国内外に

おける冬季大会開催による自然環境への影

響を挙げることができる。このことについて

報告者は，オリンピック冬季大会と環境につ

いて発表を行っている。その結果，IOC によ

る「環境(environment)」のとらえは「自然

環境」であり，「スポーツ環境」としての施

設や用具，観客などが含まれてはいないこと

が明らかとなった。 

J.-L. Chappellet3）は 1984-2000 年まで

に開催された冬季大会の問題点について報

告しており，財政や社会文化的な問題の他，

自然環境への影響についても指摘している。

この中で，札幌大会やデンバー大会について

は環境危機(environmental criticism)が生

じた大会としてはいるものの，主要な問題点

としては財政的問題を挙げ，環境への影響の

研究は 1980 年のレークプラシッド大会から

始まったとしている。しかし，この論文が発

表された 2003 年の段階では既に日本におい

て札幌大会の自然環境問題が，認識され始め

ていた。したがって，この報告は冬季大会に

関する英文論文の内容を総括したものであ

り，それ以外の問題点についての検討や内容

に関する実地検分・再調査等の検証は行って

いないと推測される。 

このため，本研究においては卑近な札幌冬

季大会を事例として検討を行った。札幌大会

においては，伐採した樹木や植物の総量ある

いは資材や施設建設のためのエネルギー消

費量等は記録されていない。当時は，現在の

ように詳細に環境について検討することは

少なかったようである。しかし，実際にはア



ルペンスキー会場として，支笏洞爺国立公園

内の樹木が伐採されており，復元するために

移植された樹木もあるものの，専門家によれ

ば原状回復には200-300年かかると言われて

いる。一方，ソチ大会では大会開催に関わる

樹木の伐採や道路・施設建設の酸素消費量を

概算し，大会開催による酸素損失を回復させ

るために 50 年後まで緑を増やす方策を実施

したとの報告がある。 

 次に，環境問題として大会開催時に建設・

使用された施設を挙げることができる。札幌

大会の施設（コースも含む）の場合は，本研

究が開始された 2012 年度以前に調査済みで

あるが，既に大会施設は撤去あるいは放置さ

れた状態のままであり，とても大会が開催で

きるような状態ではなかった。この年代は既

に長野大会が終了した時期であり，国内・国

際大会は長野会場で実施されていた。つまり，

札幌大会の施設は予算措置もされないまま

継続的な使用は不可能な状態となり，札幌大

会の歴史はこの時点で線が消え，歴史的には

点としての記録となってしまった。 

（2）大会遺産（レガシー）について 

 大会遺産とはその名が示すように遺産で

あり，それは通常大会終了後に明確にされる

性質をもつが，現在ではレガシーは事前の大

会招致時点で設定することが必要とされて

いる。なぜなら，レガシーとは大会終了時の

一時的なスローガンではなく，基本的に後世

にわたって保持されるべき（文化的）遺産と

いう見方が強まってきたからである。 

このことは，「なぜ」大会招致が必要なの

か，あるいは「どのような」大会をめざして

いるのか，そして大会は「なに」を残すのか

といった内容と密接に関連しており，競技大

会がオリンピック・ムーブメントの４年間の

まとめの一区切りであるとするオリンピッ

ク憲章に則っている。また，このレガシーを

どのように設定するのかによって，施設の建

設や大会運営にも大きな影響を与えること

となり，ひいては財政の問題とも絡み合う問

題となる。したがって，大会を招致する各組

織員会が将来にわたって保持されるべきレ

ガシー，特に冬季大会においては環境レガシ

ーについても明確化することが必須である。 

 しかし，どのような内容のレガシーが適切

なのかについては現在のところまったく明

らかにされてはいない。具体的な文字表現は

競技大会を開催する都市や地域の実情が毎

回異なるため一様ではなく，またそれを固定

化することに意味はないが，盛り込むべき要

素としては，まず現在問題とされている「環

境」は必須であると言える。また，オリンピ

ック競技大会は世界最大級のスポーツ・イベ

ントであることから，「スポーツ」としての

要素も必須である。そして，３つ目の要素と

しては開催地域の理念（ねがいや理想）が考

えられる。ただし，これらが単独にしかも個

別に存在していては一貫性がなく捉えづら

いうえ，折角設定したレガシーの真意を十分

に伝えきれない。したがって，レガシーには

どのような意図や理念を盛り込むのかが重

要なポイントとなる。 

（3）倫理的・教育的価値をもつ環境レガシ

ーの必要性 

 これまでオリンピック大会は基本的に，開

催を是とする見方が多い。その理由は多種多

様であるが，実際のオリンピックにはさまざ

まな問題点が生起しているのも事実である。

しかし，環境レガシーの必要性を訴える文献

もなく，またどのような観点や価値をもつべ

きなのかについての検討も行われていない。 

 過去の冬季大会開催地の実情を知るため，

国際的なスポーツ大会などが果たす文化的

な役割に関する研究を行った。カナダのオリ

ンピック・スクール・プログラムでは，オリ

ンピック選手自身を題材としているのみで

あった。競技の内容を対象としている訳では

なく，オリンピック教育としての道徳的な観

点を取り上げている。 



同様の観点から，札幌大会時に市内の中学

校に配布された「オリンピック学習の手引き」

についても検討を行った。保健体育では大会

の「正の面」としてスポーツのもつ教育的な

意義について取り上げているが，「負の面」

については記述されていない。1964 年の東京

大会時においても，同様の傾向であった。し

たがって，各組織委員会そして直近の冬季大

会開催国においてさえ，「正の面」しか取り

上げておらず，環境レガシーには触れていな

いことが分かった。今後も持続可能な冬季大

会を目指すためには，一般市民の理解と共感

が必要不可欠であるとともに，そのためには

現在生起している種々の問題点を解消する

可能性のある倫理的・教育的な観点から検討

された環境レガシーを設定する必要性を指

摘することができる。 

（4）環境レガシーの設定について 

 どのように環境レガシーを設定するのか

については，いくつかの方法が考えられる。

その場合，大会開催地域の住民の理解を得る

ことを念頭に置くならば，その方策を教育に

おいて実施する方法が有用である。 

 このため，中学校学習指導要領の体育理論

領域に「国際的なスポーツ大会などが果たす

文化的な意義や役割」として「オリンピック

などの国際大会」の項目が新規に設定された

ことを受け，この授業における環境レガシー

の学習について検討を行った。 

 現在の学習指導要領における目標・評価の

観点は，「意欲・関心・態度」，「知識・理解」，

「技能」，「思考・判断」という４つの観点か

ら構成されている。体育理論は教室での授業

であるため，「技能」の観点は設定されては

いない。これらの配分のウエイトは異なるも

のの，上記３観点が相互に関連し合ってより

よい学習を進めていくことが求められる。し

かし，前出の資料のように「正の面」のみを

意図した学習で十分であろうか。つまり，「負

の面」の周知や改善の検討については「暗黙

の了解」でよいのかといった問題である。「正

の面のみの黙認」であれば「意欲・関心・態

度」や「知識・理解」といった２観点に留ま

ることになり，「思考・判断」の観点は含ま

れない。これは従来型の授業の特徴であり，

いわば知識として教え込む授業である。「思

考・判断」を育てるためには対象とされる学

習内容について考えること（思考）が必要で

あると同時に，どのようにとらえるかについ

ての判断をしなければならない。つまり，「正

の面のみの黙認」であれば，そこには「思考・

判断」は伴わないことになる。 

このため報告者は，体育理論の授業研究に

ついて検討を行った。これら一連の研究は，

教員が事前に踏まえておかなければならい

指導者としての基礎的知識や授業づくりの

基礎的理解について検討したものであるが，

具体的な授業づくりには至ってはいなかっ

た。このため，引き続き報告者は現在の日本

の学習指導要領に照らし合わせて，フェアプ

レーをキーワードとして授業に関する検討

を行った。対象は中学生であり，体育理論授

業の具体的な内容は「オリンピック大会には

もちろんよいところもあるが，実際には多種

多様でしかも複雑な関わりをもつ問題も多

数起きている」という事実を思考のための材

料として提供し，それを理解した上で，さま

ざまな意見を聞きながら，大会開催をどのよ

うのとらえるのかといった生徒自らの判断

を各自意見としてもちえることが重要であ

るという主旨に基づく。このことは，レガシ

ーの倫理的・教育的価値の判断とも言える。 

（5）おわりに 

 これまでオリンピックに関する研究は，主

として選手の競技力向上を目的とするもの

が多かった。しかし，オリンピックの内容は

それに終始するものではない。現実的に，特

に冬季大会は正の面と負の面の両面を有し，

一般市民にも確認がされやすい。オリンピッ

クが後世にわたって支持・開催され続けるた



めには，一般市民の賛同が必要最低限の条件

である。このためには，市民に理解・支持さ

れる大会のレガシー設定とそれに基づく施

設づくりや大会運営が必須であり，またそれ

らを市民自らの意見として共有し合える場

の確保が重要である。 

この点において，現在の日本では，教育の

中でオリンピックに対するとらえ方を身に

つけることが唯一の場面となっている。以上

のことから，大会招致の前提として必要とさ

れるべき大会のレガシーは，倫理的・教育的

な観点から検討されることが求められる。今

後は，このような考え方に基づく具体的な授

業実践やその評価などについて検討を深め

ていきたいと考える。 
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